
施設の配置計画の策定について 
 

１ 施設の配置計画とは 

  他市町村との合併などにより、公立幼稚園・保育園が地域によっては偏在していることから、公立施設の施

設配置の最適化を図るため、一定の地域（「教育・保育提供区域」）ごとで施設の配置を考え、希望するすべて

の就学前の子どもに就学前教育・保育を等しく提供できるよう、また、潜在ニーズも含めた地域での子ども・子

育てに係るニーズを把握し、需要見込量等に効果的に対応するため、公立・私立の幼稚園・保育園を含めた

施設の配置計画を策定することとしています。（「岡山市の就学前教育・保育の在り方について」から抜粋） 

 

２ 策定にあたっての基本的な考え方 

  小中学校への連続性を確保するため、教育・保育提供区域ごとに、潜在ニーズ、需要見込量、供給量及び

将来予測等の客観的指標を基に施設の配置計画を策定します。                                  

（１）配置計画の策定における指標 

①幼児期の学校教育の需要 

②保育の需要 

③地域の家庭支援等の需要 

④教育・保育提供区域における小学校就学前の子どもの数及び将来の増減予測 

⑤施設規模及び設備 

⑥近隣施設幼稚園・保育園等の状況 

⑦交通事情、都市開発計画等 

⑧風水害・地震・津波等の危険度、緊急時の避難の必要性 

⑨セーフティネット、関係機関等との連携・接続等の要としての役割の有無 

⑩施設の建築年数等 

 

（２）取組方針 

①主として民間活力の活用により、施設を整備します。 

②公（官）として果たすべき役割を持つ市有施設は、幼稚園・保育園の一元化・一体化により幼保一体

化施設として整備してます。 

③公（官）として果たすべき役割を持たない市有施設は、原則として、民間活力の活用により運営する幼

保一体化施設として民営化・民間委託を進め又は施設の統廃合を検討します。 

   ※幼保一体化施設については、幼保連携型認定こども園を想定 

 

３ これまでの取組          

（１）国の「待機児童解消加速化プラン」への対応 

国が、待機児童の解消に向けて、平成２７年４月からの子ども・子育て支援新制度の施行を待たず、平 

   成 25 年、26 年の２年間を「緊急集中取組期間」として、意欲ある地方自治体（手上げ方式）を財政的に強

力に支援し、２年間でできる限りの保育の量的拡大と待機児童の解消を図ることとしています。 

このため、本市においても、保留児童の解消のため、国の有利な財源を活用して施設整備を行う必要が

あり、また、国の加速化プランに対応するには、時間的な制約もあることから、保育園・幼稚園の保護者、園

長などで構成する「保育園・幼稚園に関する検討会議」での意見・提言を踏まえて、保留児童への取組を

急ぐべき地域から対応していくこととなりました。 

①私立認可保育所の新設 

     ②公立幼稚園「余裕教室」を活用した私立保育園分園の整備 
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化施設として整備していきます。



    （２）幼保一体化に向けた試行的な取組 

     幼保一体化施設として整備・運営するに当たり、施設が隣接する園おいて、地元や保護者などと協議し

ながら、試行的な取組を進めることとしています。 

       ○灘崎幼稚園・保育園、御津幼稚園・金川保育園 

一体的施設であり、試行的な取組を実施 

○岡南幼稚園・保育園、中山幼稚園・保育園、太伯幼稚園・保育園 

施設・設備の整備や園生活などについて協議中 

 

４ これからの取組 

（１） 施設の配置計画の策定 

   保育園・幼稚園に関する検討会議において、了承を得た「教育・保育提供区域」（素案）を基に、提供

区域ごとに、公として果たす役割を持つ施設等について検討し、施設の配置計画を策定する予定す。 

   

 

  （２）提供区域の状況（例） 

① 現時点で入園児童数が、施設の利用定員を一定以上（250 人）上回る区域 

２－３吉備・陵南  ２－４大元・鹿田  ２－１１芳田・芳明  ２－１２平福・福浜  

３－６竜之口・幡多・財田   

４－２富山・旭操・操南・操明 （６区域） 

 

②過去３年の平均入園児童数が２０人を下回る公立施設がある区域 

２－８旭東・平井   

３－１石井・三門・大野  ３－３野谷・馬屋上・横井  ３－５福渡・建部・竹枝 

４－１中山・平津・桃丘・馬屋下  ４－３大宮・太伯・幸島・朝日  ４－４甲浦・小串・福島・南輝 

５－２角山・城東台・御休・浮田・平島 

６－１開成・政田・西大寺南・西大寺・豊・雄神 （９区域） 

 

③幼稚園の無い区域 

３－５福渡・建部・竹枝  ３－９曽根・興除・東疇  ３－１０第一藤田・第二藤田・第三藤田 （３区域） 

 

④耐震診断により、早急に耐震化が必要な公立施設がある区域 

２－３吉備・陵南  ２－１１芳田・芳明 

３－６竜之口・幡多・財田   

４－４甲浦・小串・福島・南輝 （４区域） 

 

⑤築後４０年以上経過している公立施設がある区域 

２－１岡南・清輝  ２－４大元・鹿田  ２－５伊島・津島  ２－６三勲・宇野  ２－７高島・旭竜 

３－５福渡・建部・竹枝  ３－６竜之口・幡多・財田 

６－１開成・政田・西大寺南・西大寺・豊・雄神 （８区域） 
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